
白山麓自然環境活用調査報告書



は　じ　め　に

　白山麓の山村には、近年まで焼畑（ナギ畑）や出作りが見られ、これら伝統的生活は全国的にもよ

く知られてきました。ところが、昭和30年代から40年代にかけての高度経済成長期に伝統的な生活形

態は急激に崩壊し、現在では大部分が消滅してしまったか、あるいは消滅寸前の状態にあります。し

かも、かつての焼畑・出作り経験者は高齢化が進み、今のうちに山村の文化を記録しておくことが急

務となっています。

　石川県では、昭和60年度から62年度までの３か年間にわたって"白山麓自然環境活用調査事業″を

行ない、今ではあまり見られなくなった山村の生活を掘り起こし、その記録を本書にまとめました。

今回の調査では、出作りの分布、焼畑の概要、野生動植物の利用といった山林原野における伝統的資

源活用の状況と、山麓の村々の行事・慣行を取り上げました。これらを記録に残す一方で、現在の社

会情勢の中でも十分に活用できるものがあるかどうかを探るための資料とすることも調査の目的の一

つでした。本報告書が、白由麓山村の生活文化を見直し、住民の心の豊かさを高め、観光資源等の活

用の一助となれば幸いです。

　本調査に際しては、橘礼吉・山口一男・沢与吉・千葉徳爾・叶内敦子の各氏に多大な御協力をいた

だきました。深く感謝するしだいです。

昭和63年３月

石川県環境部長　藤　沢　　　稔
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